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東京都

若松区

在宅医療の高度化を
軸に、ITや企業連携
を通じた高齢化社会
対応の研究開発と社
会実装を推進。2020
年から継続的に取り
組んでいる。

八幡東区、門司区
文化観光、文化的資源を
活用したまちづくり、都
市公園などの公共空間、
ミュージアムや図書館な
どの公共施設の変容な
ど、地域の価値創出によ
る持続可能な地域経済社
会の創造に向けた政策研
究を行っている

主にベトナム、タイ

年長者研修大学校
で世界遺産をテー
マに講義を行い、
国際的視点からの
学びを提供してい
る。

北九州市全域

北九州市、下関市
日本遺産ストーリー『関
門”ノスタルジック”海
峡』が2017年に認定され
て以来、市民に広める取
り組みを行っている。　
国際映画祭において街の
魅力を発信するなど、文
化資源を生かした地域の
活性化、観光振興に取り
組んでいる。

北九州市全域

北九州市全域

北九州市全域

北九州市全域

北九州市全域

北九州市ほか

北九州市全域

福岡県、山口県 北九州市立大学

北九州市全域

北九州市立大学

門司区
門司港の商店街に「モノ
はうす」という拠点を運
営し、市民が参加できる
イベントなどを企画、実
施している。地域コーデ
ィネートやソーシャルデ
ザインの視点から商店街
と門司港地区をつなぎ、
2009年より地域の活性化
に取り組んでいる。

田川地区

宮崎県都城市

糸島市、福岡市

『遊ぶように学ぶ！知の遊
園地シリーズ』をスローガ
ンに、大学の「知」を街に
解き放つ活動を実施。
大学と、世代を超えて市民
がつながる場として図書
館・書店を再定義する取り
組みを進めている。
(中央図書館、丸善リバーウ
ォーク、リブリオ行橋)

国内外の企業や大学
等と連携し、有機性
廃棄物や排水の効率
的処理・資源化プロ
セスを開発してい
る。

維持期手指麻痺者向
け手指リハビリ支援
技術「Narem」を開
発、医療・在宅分野
で社会実装を進め、
医療DXにも挑戦して
いる。

九州企業の人事担当
者・経営者と研究会
を行い、人手不足時
代に対応する人材マ
ネジメントの解決策
を提案している。

リサイクルショップ
経営とタウン誌制作
を通じ、資源循環と
地域の賑わいづくり
に取り組んでいる。

1994年から自主夜
間中学にかかわって
いる。2002年から
はNPOによる生活困
窮者支援の調査など
を継続している。

地域課題や歴史、資
源について学生と学
び、 SWOT  な ど の
基本的な分析視点を
用いて簡単な地域提
案を考える授業活動
を行う。

月に1〜2回、知的
障害・発達障害児
向けに性関連行動
への対応につい
て、専門職がご自
宅等へアウトリー
チして支援する取
り組みを行う。

ジェニファー
ラーソン・ホール
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廣川 
祐司

北九州ESD協議会／
RCE北九州に参画し教
育機関・市民団体・企
業・行政など多様な主
体をつなぎながら国内
外で持続可能な社会づ
くりを推進している。

スポーツと運動を軸に、
誰もが参加できる地域交
流の場づくりを北九州市
全域で展開している。地
域団体や学校、行政など
と連携し、健康づくりや
運動機会の創出を通じた
人材育成と地域活性化に
取り組んでいる。

学生主体の北九州モノレー
ル沿線の魅力を発掘・発信
する取り組みに参加・助
言、冊子「モノさんぽ」の
制作、JRウォーキングにも
携わり、交通分野から地域
活性化に取り組む、また五
島列島「宇久島」での本を
通した交流プロジェクトに
も携わる

九州芸術祭文学賞の北九
州地区選考委員として、
幅広い層の応募者の中か
ら地区代表を選考してい
る。また、2017年より北
九州市立文学館の「友の
会」の運営やイベントの
企画、文学館事業を支援
している。

奥能登、奄美、沖縄、台
湾、南太平洋諸国などでフ
ィールドワークとアートで
地域をつなぐ人類学研究を
おこない、市内では「北方
シネマ」「大學堂門司画廊
MoGA」「北九州タウンパ
レード」などに代表される
数多くの企画を学生たちと
ともに主催している。

『クライメート・フレス
ク』や『アウトサイド・
イン』など、気候変動や
持続可能な経営を体感す
るための教育ワークショ
ップを実施している。学
校教育、社会教育、行政
施策を横断する取り組み
を継続している。

北九州ハングル弁論大会実
行委員会の中心的役割を担
い、年1回ハングル弁論大
会を企画・運営している。
地域市民の隣語学習意欲の
向上を図るとともに、国際
交流の機会を創出すること
で、多文化共生社会の実現
に取り組んでいる。

北九州市在住の外国人労働
者と市民、支援者などをつ
なぐ取り組みとして「料理
の会」を開催し交流を深め
ている。留学生と日本人学
生が協働する多文化共修イ
ベントを、共同授業として
実施し、地域共生と多様性
理解を推進している。

中尾泰士先生と共に共同
研究の活動を行い、図書
館や書店の人達と連携し
ながら「学ぶ」ことの楽
しさを体験出来るワーク
ショップを企画、実施し
ている。

直方市でフットパスによる
地域交流促進、行橋市のリ
ブリオ行橋を拠点に行橋未
来構想会議を設立し、市民
が主導の組織を立ち上げ活
動。北九州市内の高校と高
大連携による高校生参画の
まちづくりを進める取り組
みを行う。

教会の活動コーディネータ
ーとして、約５０名規模の
パーティーを年4回企画、
運営し、食事や飾り付け等
の準備の全てを担当してい
る。　福岡市西区のスタジ
オで週１〜2回エアロビク
スの指導を行っている。

多文化共修イベント「花まつ
り」等を定期的に実施してい
る。寺院を会場に様々な国の
短期留学生たちが主催し、お
互いの文化を学び合うととも
に、地域の人達との交流の機
会となっている。北九大生、
高校生、多数企業、病院など
が協力参加している。

リチウムイオン電池
の劣化を非接触で診
断する技術を地元企
業と共同開発し、製
造現場での実用化を
目指している。

住民と協働したフ
ットパスづくりを
通じ、歩いて楽し
む持続可能な地域
づくりを進めてい
る。

南 
博 小林 敏樹 竹川 
大介

ダンカン・
 
ウォトリィ

「地域で育て地域を興
す博士後期プログラム
（地域興し博士プログ
ラム）」で博士後期学
生を地域と結び、研究
力と実践力を兼ね備え
た人材育成を進めてい
る。

北九州市が主催する市
民カレッジにおいて、
「知的財産」をテーマ
にした講座で2018年よ
りほぼ継続的に講師を
務め、知的財産に関す
る市民の理解向上に努
めている。

「北九州チャンピオン
ズ国際車いすバスケッ
トボール大会」および
学校交流会における通
訳ボランティア活動を
通して、学生と共に地
域に根ざした国際交流
に取り組んでいる。

毎週金曜日夕方、本学
体育館で本ゼミ生と地
域の障害者と一緒に車
椅子ソフトボールの練
習会を実施、毎年本学
ゼミ生とともに北九州
市にて全国大会の開催
を行う。

日本、インド、アメリカ

北九州市全域、筑豊地域

地域福祉の立場から北九
州市・愛知県を中心に行
政事業や市民活動へ参
画・助言。地域課題アイ
デアソン審査員や福祉・
ESD・人権分野の委員と
して、 地域共生社会の
推進に貢献している。

北九州市、直方市、行橋市

2023から25年の4〜7月に
かけて、高校生向けのアン
トレプレナーシップ講座
『未来の北九州を創る！』
を企画、実施している。
JST-PARKS事業の一環とし
て、北九州地域の問題に対
し、高校生達がビジネス提
案する教育プログラムを実
施している。

小倉北区 小倉北区 北九州市全域 小倉北区 小倉北区 小倉南区 小倉北区、行橋市 小倉北区、行橋市

(中尾泰士先生の欄を参照)
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出典：国土地理院
（https://maps.gsi.go.jp/vector/#10.65/33.879671/130.860949/&ls=vpale&disp=1）を加工して作成
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